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マ
テ
ィ
ア
ス
・
ゲ
ル
ツ
ァ
ー
著 

長
谷
川
博
隆
訳 

『
東
ロ
ー
マ
政
治
家
伝
』
Ⅰ 

カ
エ
サ
ル
、 
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ン
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イ
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本
書
は
二
十
世
紀
に
お
け
る
古
代
ロ
ー
マ
共
和
政
期
研
究
の
泰
斗
、
マ
テ

ィ
ア
ス
・
ゲ
ル
ツ
ァ
ー
に
よ
る
『
ロ
ー
マ
政
治
家
伝
』
シ
リ
ー
ズ
全
三
巻
の

う
ち
、
第
一
巻
『
ロ
ー
マ
政
治
家
伝 

Ⅰ 
カ
エ
サ
ル
』（
以
下
『
カ
エ
サ
ル
』
）

と
第
二
巻
『
ロ
ー
マ
政
治
家
伝 

Ⅱ 

ポ
ン
ペ
イ
ウ
ス
』（
以
下
『
ポ
ン
ペ
イ

ウ
ス
』
）
の
翻
訳
で
あ
る
。
翻
訳
は
、
か
の
モ
ム
ゼ
ン
の
大
著
も
手
掛
け
た
長

谷
川
博
隆
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
、
共
和
政
ロ
ー
マ
の
転
換

期
に
活
躍
し
た
政
治
家
を
通
し
て
、
ロ
ー
マ
社
会
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
こ

と
を
研
究
目
標
に
掲
げ
て
き
た
。
本
書
シ
リ
ー
ズ
は
そ
の
集
大
成
と
も
言
え

よ
う
。 

 

ま
ず
は
『
カ
エ
サ
ル
』
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
本
書
は
六
章
か
ら
構
成
さ

れ
る
。
第
１
章
「
政
治
的
背
景
」
で
は
、
カ
エ
サ
ル
登
場
以
前
の
ロ
ー
マ
の

社
会
状
況
を
共
和
政
の
確
立
か
ら
遡
り
概
観
し
、
カ
エ
サ
ル
台
頭
前
の
ロ
ー

マ
社
会
が
抱
え
て
い
た
問
題
を
鋭
く
指
摘
す
る
。
著
者
は
、
当
時
の
ロ
ー
マ

は
公
共
体
と
し
て
の
国
家
か
ら
属
州
帝
国
へ
と
変
質
を
遂
げ
て
い
る
最
中
に

あ
り
、
旧
態
の
統
治
機
構
が
そ
の
変
化
に
対
応
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
述
べ

る
の
で
あ
る
。
続
く
第
２
章
「
政
治
世
界
へ
の
登
場
と
栄
達
」
で
は
、
閥
族

派
と
民
衆
派
と
の
間
の
権
力
闘
争
の
場
と
化
し
、
機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
た

ロ
ー
マ
の
中
枢
に
お
い
て
、
如
何
に
し
て
カ
エ
サ
ル
が
台
頭
し
て
い
っ
た
の

か
を
扱
う
。
第
３
章
「
執
政
官
職
」
で
は
、
執
政
官
時
の
カ
エ
サ
ル
の
政
策

と
そ
れ
に
反
対
し
た
閥
族
派
と
の
対
決
を
、
第
４
章
「
執
政
官
代
理
職
」
で

は
、
カ
エ
サ
ル
の
業
績
の
う
ち
で
も
燦
然
と
輝
く
ガ
リ
ア
遠
征
の
足
跡
をta

辿
り
、
第
５
章
「
内
乱
」
で
は
、
如
何
な
る
経
緯
で
カ
エ
サ
ル
と
ポ
ン
ペ
イ

ウ
ス
が
対
決
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
を
検
証
す
る
。
そ
し
て
第
６
章
「
勝

利
と
破
局
」
で
は
、
内
乱
の
集
結
か
ら
カ
エ
サ
ル
の
暗
殺
ま
で
を
扱
い
、
カ

エ
サ
ル
が
当
時
の
ロ
ー
マ
社
会
に
如
何
な
る
影
響
を
与
え
た
、
も
し
く
は
与

え
得
た
の
か
を
考
察
す
る
。 

 

続
い
て
『
ポ
ン
ペ
イ
ウ
ス
』
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
本
書
は
十
二
章
か
ら

構
成
さ
れ
る
。
第
１
章
「
序
説
」
は
『
カ
エ
サ
ル
』
と
同
様
に
、
ポ
ン
ペ
イ

ウ
ス
台
頭
以
前
の
ロ
ー
マ
の
社
会
状
況
を
概
観
す
る
。
第
２
章
「
権
力
の
座

に
」
で
は
、
ポ
ン
ペ
イ
ウ
ス
が
如
何
に
し
て
当
時
の
ロ
ー
マ
社
会
で
頭
角
を

現
し
て
い
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
。
著
者
は
ポ
ン
ペ
イ
ウ
ス
が
通
常
の
官
職

の
階
梯
を
経
ず
、
混
乱
の
時
代
の
潮
流
に
の
っ
て
軍
事
力
を
背
景
に
ロ
ー
マ

の
政
治
世
界
の
中
心
に
躍
り
出
た
例
外
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
。

第
３
章
「
レ
ピ
ド
ゥ
ス
の
蜂
起
と
セ
ル
ト
リ
ウ
ス
戦
争
」
で
は
、
ポ
ン
ペ
イ

ウ
ス
が
そ
の
権
力
基
盤
を
固
め
る
た
め
に
寄
与
し
た
二
つ
の
軍
事
行
動
を
取

り
上
げ
る
。
第
４
章
「
第
一
次
執
政
官
職
」
で
は
、
非
元
老
院
議
員
と
し
て

独
特
な
存
在
感
を
放
っ
て
い
た
ポ
ン
ペ
イ
ウ
ス
が
ロ
ー
マ
の
政
治
世
界
に
本

格
的
に
介
入
し
て
い
く
様
相
を
描
く
。
第
５
章
「
海
賊
戦
争
」、
続
く
第
６
章

「
ミ
ト
ラ
ダ
テ
ス
戦
争
と
東
方
の
新
秩
序
」
で
は
、
ポ
ン
ペ
イ
ウ
ス
が
帝
国 
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東
方
地
域
で
庇
護
関
係
を
得
る
に
い
た
っ
た
経
緯
を
考
察
す
る
。第
７
章「
帰

還
」
で
は
ポ
ン
ペ
イ
ウ
ス
が
ロ
ー
マ
の
政
治
世
界
へ
帰
還
し
、
政
争
に
巻
き

込
ま
れ
て
い
く
様
子
を
叙
述
す
る
。
第
８
章
「
三
頭
同
盟
」、
第
９
章
「
三
頭

同
盟
の
更
新
と
第
二
次
執
政
官
職
」、
そ
し
て
第
10
章
「
第
三
次
執
政
官
職
」

で
は
如
何
に
し
て
ポ
ン
ペ
イ
ウ
ス
と
カ
エ
サ
ル
が
手
を
組
み
、
ま
た
疎
遠
に

な
っ
て
い
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
。
第
11
章
「
内
乱
の
勃
発
」
で
は
、
も
は

や
決
定
的
と
な
っ
た
カ
エ
サ
ル
と
の
対
決
に
際
し
、
ポ
ン
ペ
イ
ウ
ス
陣
営
の

と
っ
た
行
動
を
分
析
す
る
。
第
12
章
「
デ
ュ
ッ
ラ
キ
オ
ン
、
フ
ァ
ル
サ
ロ
ス
、

最
期
」
で
は
、
戦
い
に
敗
れ
た
ポ
ン
ペ
イ
ウ
ス
が
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ

た
の
か
を
考
察
す
る
。 

 

本
書
『
カ
エ
サ
ル
』、『
ポ
ン
ペ
イ
ウ
ス
』
の
特
徴
は
そ
の
記
述
の
忠
実
さ

に
あ
ろ
う
。
著
者
は
結
論
を
急
い
で
い
な
い
。
本
書
は
各
章
ご
と
に
何
か
特

別
な
主
張
や
結
論
を
設
け
て
お
ら
ず
、
時
間
の
流
れ
に
則
り
、
厳
格
な
史 

料
批
判
の
も
と
、
政
治
家
の
足
跡
が
粛
々
と
書
き
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ 

は
当
時
の
社
会
を
政
治
家
を
通
し
て
見
よ
う
と
し
た
著
者
の
問
題
意
識
に
起 

因
す
る
。
そ
し
て
、
著
者
は
そ
の
狙
い
を
達
成
す
べ
く
三
つ
の
視
座
『
カ
エ 

サ
ル
』、『
ポ
ン
ペ
イ
ウ
ス
』、『
キ
ケ
ロ
』
を
設
え
た
の
で
あ
る
。
残
る
『
キ 

ケ
ロ
』
の
翻
訳
が
待
た
れ
る
。 
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